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日本世論調査協会 ２０２３年度研究大会
会⾧挨拶に代えて 吉野諒三

1．昨年度からの役員変更

村尾望事務局長から山中博司事務局長(中央調査社）へ、川本俊三研究大会委員長から齋藤恭之研究大会委員長
(朝日新聞社）へバトンタッチ。村尾会員と川本会員には、常任理事会の顧問としての役割を務めていただいてい
る。

2．今回の研究大会は、齋藤委員長のWAPORの関係者との調整の御尽力でオンライン（録画とライブ）で海外の研
究者による特別発表が実現されます。ZOOMによる海外からの視聴や参加が可能になっています。

3．本日最後の座談会「ネット調査は世論調査を救えるのか？」

「1人1票の科学的世論調査」には適合しない非確率抽出のWEB調査による方が「選挙情勢予測」では当たる場合があるという
近年の国内外の報告が見られます。しかし、日本の科学的世論調査は戦後の米大統領選挙における割り当て法の失敗から学んで、
厳格な標本抽出法を発展してきたのでした。非確率抽出WEB調査で偶々当たったということではなく、厳密な統計的標本抽出調
査を常に補完する役割を果たせるのかを、科学的に議論していただくことを期待しています。

他方で厳密な標本抽出法でも、通常、母集団1億人のうち「1％」（100万人）未満は誤差のうちに隠れてしまう。私としては
WEB調査には、見かけ上だけバイアスのない統計調査を装うのではなく、従来の世論調査では見過ごされてしまう、社会的困難
を抱えている少数派の人々の声を聞くためにあえて意図的にバイアスをかけ「1%の世論を把む」探求に役立つことを期待します。
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世論調査にも協力しない）層を把握できていないことに繋がっている可能性が高い。それが米国では
“shy Trump voter”の存在などで情勢予測に失敗し,他方で日本では世論調査協力層と選挙投票層がかなり
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